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市では、大学就学のための給付型奨学金制度を創設することを条件とする負担付きの寄附の申

し出を受け、令和３年逗子市議会第４回定例会に、負担付きの寄附の受納の議案及び関係する補

正予算の議案を提案します。 

 

●寄附の内容 

①寄附をうける財産  現金 10億円 

②寄附者  渡邉利三氏 

③寄附の条件（抜粋） 

〇市は、寄附金を原資とした奨学金財団を設立し、当該財団により、大学就学のための奨学金

給付事業を行う。 

〇奨学金は、国内外を問わずリーダーとして活躍したいという高い志を持ち、かつ経済的理由

により修学困難な逗子市在住の者に対し給付する。また、文部科学省が指定するスーパーグ

ローバル大学＊に就学する者及びひとり親家庭の学生を優遇する。 

〇財団は、寄附金の運用益により奨学金の給付及び財団の運営を行うよう努める。 

 

●今後の予定 

本議案議決後、市では、寄附者の意向に沿った奨学金給付事業を開始するため、速やかに、

一般財団法人を設立し、奨学金制度を創設します。 

初年度の奨学生は、令和４年４月に大学に入学する学生を対象とし、募集要項発表は令和４

年２月、３月から募集・選考を開始し、７月上旬には奨学生を決定する予定です。 

初年度の奨学生は５名、奨学金額は年間 72万円を予定しています。 

  

 ●奨学金申請資格（予定）  

  〇逗子市内に引き続き１年以上居住していること 

  〇奨学金給付申請年度の４月１日時点において 20歳未満で、スーパーグローバル大学又はそ

の他の大学の第一学年に在学すること 

  〇成績要件、世帯収入要件あり  等 
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 ＊スーパーグローバル大学とは・・・（文部科学省ホームページより抜粋） 

文部科学省では、世界トップレベルの大学との交流・連携を実現、加速するための新たな取り組みや、

人事・教務システムの改革、学生のグローバル対応力育成のための体制強化など、国際化を徹底して

進める大学を重点支援するため、2014 年から「スーパーグローバル大学創成支援事業」を実施してい

ます。同事業には世界レベルの教育研究を行う大学「タイプ A（トップ型）」（13 大学）と日本社会の

グローバル化を牽引する大学「タイプ B（グローバル化牽引型）」（24大学）の 37 大学が採択され、徹

底した国際化と大学改革を進めています。 

 

 

本件に関するお問い合わせ先： 

教育部教育総務課 佐藤・須田 
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